



































the culture of purity ）
（
8）
――本稿では便宜的にこれらを﹁清真﹂意識と総称する――である。本来﹁清潔﹂ ﹁純粋﹂であることを意味する﹁清真﹂という概念は、唯一神アッラーへの絶対的信仰を連想させることから、明清代 ムスリム知識人がイスラームの教義に関する書籍を著す際、好んで用いた言葉である。もともと、イス は唐代 中国に伝来したが、宋代頃まで決まった名称がなかった。元代以降、イスラーム信仰を指す言葉として用いられた ﹂ ﹁浄﹂﹁真﹂などの単語が、明末清初に活躍した王岱輿の代表的著作『正教真詮』で多く使用されたことがきっかけとなり、 ﹁清真教﹂が次第にイスラー そのものを意味するようになったのだという
（
9）。漢語でモスクを ﹁清真寺﹂と








スラーム的に合法とされる食品――を意味する言葉 して用いられている。また、豚をはじめとする一部の家畜の肉、死んだ動物 血肉 はじめ してイスラームで食用が禁止されてい 物（ハ
ḥarām
）は忌避されるた
め、豚などに由来する蛋白質や酵素を含有してい いことを示す目的で、医薬品や化粧品にも﹁清真﹂マ クが記載され ことがある。
こうしたムスリムの﹁清真﹂意識がムスリムと非ムスリムの境界を生成・
中国ムスリムの 「清真」 意識と自他認識――　　　　






























































かし、一九一三年七月二八日、袁世凱（一八五九～一九一六）による帝制復活の動きや同年三月の宋教仁暗殺を批判的に報じたために 廃刊処分を受けた。かねてから袁政権を痛烈に批判していた丁宝臣も、同年八月一九日に刑死する だが、紙名に﹁愛国﹂の文字があることからもわか ように、 『正宗愛国報』は基本的に国家への忠誠心 重んじる編集姿勢をとっていた。最大時で約四万部の購買部数を誇 た
（
17）とされる同紙には、丁宝臣の実兄で
医者であった丁国瑞（一八七二～ 九三二、字は子良、別号 竹園） 、天津出身の劉孟揚
（
18）
（一八七七～一九四三） 、 『醒時白話報』 『醒時月報』の主宰















おそらく、二〇世紀初頭の中国が国を愛し国民の団結を叫ぶ思想運動、すなわち﹁愛国主義﹂の時代であったことが挙げられるだろう。西欧列強の介入と清朝統治体制の再編に揺れる激動の時代にあって、立憲派や革命派と呼ばれた人々は、新しい国家 あり方についてそれぞれ異な イメージを描きながらも、 ﹁愛国主義﹂というスローガンを共有していた
（
22）。しかし、それ以















スラーム新文化運動﹂の新しい領袖 ち 一人 て﹁ 『教の めに争うが国のために争わない』という回民社会 伝統﹂を、 ﹁回教の教義﹂を通じ国家意識・国民意識に呼びかけることによって 終わらせ
（
27）と言われて
いる。西北地域の スリムに対しても一定の影響力を有してい され 王
寛は、当然の成り行きとして、国家の辺疆統治政策に関する重大な仕事を任されるようになった。後述するように、一九一二年五月、政府の辺疆統治政策を推進する目的で姚錫光を会長とする﹁五族国民合進会﹂が設立された際、王寛は同会の﹁回﹂代表に選出されている。また、政府機関であ 蒙藏事務局が、 ﹁漢・満・蒙・回・藏﹂諸族の団結を謳う﹁五族共和﹂の理念を辺疆地域に広く宣伝 ために『蒙文白話報』 『蔵文白話報』 『回文白話報』を一九一三年一月に創刊したときには、王は『回文白話報』の主筆に任命された。実際に西北地域のムスリムが『 文白話報』を読んでいたかは不明だが、 ﹁回教大阿衡［アホン］である王浩然氏［ 寛のこと］は宗教と国事対して非常に熱心で、蒙蔵事務局主宰 ︽ 文報︾ ［ 話報』のこと］主筆を務め、同誌が出版されてからは西北辺疆の状況は頗るよい影響 受けている﹂という功績により 袁世凱 よって﹁五等嘉禾章﹂を授与されたという。また、王寛の仕事を手伝ったとして、張子文 も﹁七等嘉禾章﹂が贈られた
（
28）。彼らは、いわばムスリムの﹁愛国﹂の鑑として、国家からも高
い評価を受けていた 言えるだろう。︵二︶ ﹁回教﹂か﹁清真教﹂かただし、よく知られているように、 ﹁五族共和﹂における﹁回﹂あるいは
﹁回族﹂は、 ﹁ 『イスラーム信者』という意味で、当時主に新疆省のトルコ系ムスリム住民をはじめとする中国の諸ムスリム集団を指す用語﹂ であ た
（
29）。
それでは、当時一般的には﹁漢人回教徒 認識されていた王寛ら漢語を話すムスリムが、中華民国初期﹁回﹂の代表として国家の辺疆政策に積極的に関与 ることができたのはなぜだろうか。それはおそらく、 ﹁中華民国の樹立にともなって中国ムスリムに対する国民統合を念頭に﹂置き、内地のムスリムを﹁五族﹂における﹁回﹂の類に入れてい
（
30）とされる孫文と、新国























漢語を話すムスリムが﹁民族﹂であると考えていたかどうかは定かではないが、少なくとも、 『正宗愛国報』関係者 ちはそのように受け取っていたらしい。正宗愛国報社社長である丁宝臣もまた、ムスリムの名称に関して劉孟揚などと同様の見解を有していた。一九一二年五月某日 中国回教倶進会役員を決める茶話会に取材のため出かけた際、丁は張子文アホンに、 ﹁ 『倶進会』 ［という名称］は 『回教』 二文字を『清真』に変えてみ はいかがだろうか、 『回教』 ］ 『回族』と混同 ることのないよう
（
33）と提案
した。しかし、 ﹁時すでに遅し、 ［この提案 ］採用されるこ はついぞなかった﹂ 。さらに 同年七月の中国回教倶進会成立から約二週間が経った頃に発行された同紙に掲載された﹁回教倶進会に謹んで知らせ いう記事のなかでも、 ﹁穆思霖［ムスリム］ ﹂を名乗る人物が、同会の名称のなかの﹁回教﹂を﹁清真教﹂に変えるよう勧めている。
まず、回教倶進会という名称を何としてでも変えたほうがよい。われわれの教名は﹁以斯倆穆［イスラーム］ ﹂教（訳すと清真）であり、回教はもともと誤った名称である（そもそも［われわれは］回紇の一派ではないのだから） 。今後 一律清真教とまとめて呼ぶべきである（倶進会よ、一人で［勝手に］回教の二文字を認めなくてもいいではないか）
（
34）。

































































































る。つまり、 『正宗愛国報』におけ ﹁清真﹂概念は、イスラームは﹁民族﹂ではなく﹁宗教﹂であるという前提で用い れていた。このこと 、同紙における﹁清真﹂概念を分析する際の重要な手がかりになるだろう。
このように、 ﹁回﹂概念を全面的に否定する『正宗愛国報』関係者の意見




































をめぐる二〇世紀初頭の華北ムスリムの立場にはヴァリエーションがあったものの、総じて漢語を話すムスリムは﹁民族﹂である必要は い 考える者が多かったと言えよう。三．ハラール問題とムスリムの呼称︵一︶ ﹁湯瓶牌﹂と偽ハラール肉問題『正宗愛国報』における﹁民族﹂をめぐる議論や﹁清真﹂という語の用法についてさらに詳しく論じる前に、二〇世紀初頭の華北 スリム社会におけるムスリムの食習慣やハラール問題を整理する。最近の研究によれば、 ﹁清真﹂という言葉がもっぱらムスリム 飲食物や
ハラール概念を指すよう なったのは、二〇世紀前半のことらしい。中華民国期のムスリ の定期刊行物 おいて、 ﹁清真﹂ いう文字がムス ム飲食店やハラール食品の広告に書かれるようになったことで、現在の﹁清真﹂の用法が広まっていった だという
（
41）。 ﹁清真菜﹂ 、すなわちハラール料理を






















正確な記録はない。そもそも、中国イスラームの食文化の歴史は十分に研究されているとは言えず、不明 点が多い。だが、元代に書かれた『居家必用事類全集』 『飲膳正要』をはじめとする書籍には ﹁回回食品﹂の献立や調理法に関する記述が複数確認されることから
（
43）、遅くとも一四世紀前半まで












【写真3】”Some Chinese Mohammedan paraphernalia,” Broomhall, 
Marshall. 1987(1910). Islam in China: A Neglected Problem, New York: 
Paragon Book Reprint, p. 225.
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見られる。九月三日の記事と総合すると、事の次第は以下のとおりであった。天津の同合楼という茶館で上演された京劇 なかで、茶館の給仕が﹁肉火焼﹂という料理を運ぶ場面があった。漢語で単に﹁肉﹂と言えば、それは豚肉を意味する。よりによって、その料理の小道具として用いられたのが、ムスリムが礼拝時に被る白い帽子、すなわち﹁礼拝帽兒﹂であった。こ 話はその場に居合わせたムスリムによって瞬く間に広まり、同店に押しかけムスリムと非ムスリムが殴り合いの喧嘩をする騒ぎ なったのだという
（
48）。


















いたようで、イブラヒ が日本で知遇 得たトルグート王パル ・トゥラの歓待を北京で受けた際、中国のムスリムが大騒ぎして﹁どうして異教徒の家の客になることができようか﹂ ﹁あいつらが食べるものは汚い何かだ﹂などと非難の意を示したという
（
52）。このエピソードは、中国ムスリムが豚肉の
有無にかかわらず、 ﹁異教徒﹂ （この場合はチベット仏教徒） べる料理全般を﹁汚い﹂と感じてい ことを伝えている。 『正宗愛国報』 よう 非ムスリムも目を通す可能性のあるメディアには、非 の 習慣や飲食物を指して﹁汚い﹂というような直截的表現は見受けられないが、 ﹁汚い﹂というのが異教徒の食習慣に対す ムスリムの偽らざる気持ちだったのかもしれない。
とはいえ、ムスリムがとりわけ強い拒否感を示したのは、やはり豚肉で













貪欲であること、何より不潔であること、豚肉が病気を引き起こしやすいことを理由 、 ﹁衛生に気を付けてい 全ての人、医学理論に通じている人は猪肉による損失が多く利益が少ないこと﹂を肝に銘じるべきであると、豚肉食について注意を促した。豚肉食につ ては、張子文アホンと著名なイスラーム学者である王静齋（一八七九～一九四九）が連名で発表した演説文﹁説清真教禁食豕肉之理由［清真教が豚肉食を禁ずる理由を説く］ ﹂
（
55）でも、
やはり﹁衛生﹂ではないことを理由に厳 く批判されている。それによれば、豚は不潔であり健康にも良くない、 ﹁古 衛生の道に気を付ける人は皆豕肉［豚肉］を べな ﹂ 、 ﹁孔子の道﹂もイスラーム同様豚肉や死んだ動物の肉を食べない、という。
だが、イスラームで豚が忌避されることは非ムスリムになかなか理解され













いるからである﹂という類の俗説は 南宋 時代、すなわち一二、 三世紀頃にはすでに流布 たらしい
（
59）。また、非ムスリムがムスリムを罵倒す
る際、歴史的に﹁猪種［豚の子孫］ ﹂と う言葉が用 られてきた、とも言われている
（
60）。これらの指摘は、イスラームで豚肉が禁忌とされているこ







ラール問題や﹁侮教事件﹂によって ムスリムが怒りに震え、やり場のフラストレーションを抱いていたこと 想像に難くない。非ムスリムの軽率な言動がムスリムの尊厳を傷つけ、収拾のつかない暴力事件に発展するという構図には、二一世紀に生き われわれの多くも既視感 覚えるだろう。︵三︶ ﹁衛生﹂と﹁回教人﹂ ﹁仏教人﹂ ﹁漢教人﹂張子文・王静斎の共著論考や楊曼青の論考に見られるように、ムスリムに





とを、誇りに思っ いたようであ 。一九一〇年一月 『正宗愛国報』に掲載された記事によれば、 ﹁漢人は回教の葬礼をうらやましく思っている。なぜならば、質素かつ清潔であるからだ﹂
（
64）。つまり、 ﹁清真﹂ ﹁衛生﹂であ
るというムスリム プライドは、非ムスリム（ ﹁漢人﹂ ）と う比較対象の存在を前提としたものであり、また それは、非ムス イスラームの教義や習慣を理解しないこと、とりわけイスラーム 豚肉が忌諱されていること
20
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を揶揄することへの怒り、呆れ、悲しみといった感情と表裏一体の関係にあったのだと思われるのである。 ﹁非清真教人﹂ 、すなわちムスリムの目を意識した記述は、張子文・王静齋による前述の論考にも見られる。






























﹁漢人回教徒﹂ととらえるにせよ、 ﹁民族﹂と考えるにせよ、彼らがムスリムとしての矜持、非ムスリム（ ﹁漢人﹂ に対する優越感を有していたことは間違いないだろう。そして、二〇世紀初頭の華北ムスリム社会に限定して言えば、そのプライドの中核にあった は、本稿がこれまで論じてき 、イスラームの高い衛生観念、清浄さだったのではなかろうか。
最後に指摘しておかねばならないのは、丁宝臣や劉孟揚といった『正宗愛










わけ、 ﹁回教人﹂ 、及びそれに対応する﹁仏教人 いう呼称に ムスリムと非ムスリムが両方 も﹁漢 であるという前提に立ったうえで 両者 差異を﹁回教﹂と 仏 いう信仰の違いに求める記者の姿勢が反映されていると考えられる。つまり、 回教人﹂ ﹁仏教人﹂という宗教集団はいずれも﹁漢﹂というエスニックグループの下位集団に位置付けられるだろう。
興味深いのは、同紙に時折見られる、 ﹁漢﹂というエスニック名称を冠し
た﹁漢教﹂という表現であ また 一九一二年九月 天津の同和楼で発生した事件の顛末を明らかにした記事
（
73）のなかでも、 ﹁回漢両教﹂という独特




ろん、これらの記述だけを見て、 『正宗愛国報』関係者が﹁回﹂と﹁漢﹂の違いをどのように考えていたのかを判断することはできない。だが、ハラール問題関連の報道に見られる、こうした﹁回﹂ ﹁漢﹂名称の揺れや多様性は、当時ムスリム・非ムスリム間の信仰とエスニシティの区別が曖昧であったことを示唆して ると思われるのである。四．おわりに
本稿では、二〇世紀初頭の華北地域で発生したハラール問題に関する『正
宗愛国報』の報道を主な手がかりとして、ムスリム 自他認識、及びそこに反映されていると思われる彼らの﹁民族﹂観を調べた。その結果、ムスリムの﹁民族﹂観や﹁回﹂ ﹁漢﹂認識は曖昧かつ流動的であったものの、ハラール問題に関しては、被差別意識と衛生的であ ことへの誇りという、相反する二つ 感情が、非ムスリムとは異なる﹁われわれ 意識の形成にお て重要な意味をもっていたというこ が かった。つまり、 ﹁民族﹂と言う概念が新しく紹介され、ムスリ ・エリートのあいだでもイスラー 改革運動が推進された清末民初の時期、漢語を話すムスリムは、 ﹁回﹂ いう﹁民族﹂としてよりも、まず﹁衛生﹂ ﹁清浄﹂であるこ 重んじるム リム集団として覚醒したのである。また にとっての﹁漢﹂は、絶対的な族﹂集団ではなく、 ﹁回教﹂ではなく﹁漢教﹂を信じる宗教集団として認識されていた可能性 ある。
しかし、本稿は主にムスリム側の視点に立った史料に依拠したために、非
ムスリムのムスリム観やハラール認識につい はくわしく論じることができなかった。特に、 ﹁漢﹂にとって豚肉食がいかなる意味をもっていた かという点については、さらなる検討の余地があるだろう。多民族 多宗教国家として知られるマレーシアでは、豚肉が華人とマレー人のエスニック境界して重要な社会的役割を果たしてきたとされる
（
74）が、近代中国の場合はど
うだったのだろう 。また、ラマダーン月の断食や非ムスリムの飲酒習慣が、ムスリム・非ムスリム関係、あるい ﹁回﹂ ﹁漢﹂関係 及ぼしてきた影響についても考察すべきである。
近年食の安全性が深刻な社会問題となっている中国では、厳格に管理され
ているハラール食品は、衛生的で信頼性が高いという理由で、多 の非ムスリムによっても消費され いる。北京の代表的老舗レストランで 東来順






題をめぐるムスリム・非ムスリム間 摩擦は 中国のみならず世界各地で社会問題となっている。経済のグローバル化 伴っ 人の往来が活発化し、ムスリムと日常的に接触する機会が今後一層増えることが予測される日本人にとっても、決して無縁な事柄ではない。 ﹁清真﹂ ﹁衛生﹂に象徴される中国イスラー の歴史から、何かを学ぶことはできないだろうか。　【付記】 
本稿は、海野典子﹁清らかなイスラーム：二十世紀初頭の華北地域におけるムスリムのハラール意識と『民族』観﹂ （平成二四～二六年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 （
B）研究成果報告書『一九二〇年代から一九三〇年代中国周
縁エスニシティ 民族覚醒と教育に関する比較研究』 研究課題番号：二四三二〇一四三、 代表者：松本ますみ） 、一二～三一頁、二〇一五年） に大幅な加筆修正を施したものである。
　【註】
（
1）羅万寿﹁回族﹂中国伊斯蘭百科全書編輯委員会編『中国伊斯蘭百科全書』 （四川辞書出版社） 、二四一～ 四二頁、二〇〇七年。
（
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